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そして ｢第二章 陽気な人々｣ 以下 ｢簡素と豊かさ｣ ｢親和と礼節｣ ｢雑多
と充溢｣ ｢労働と身体｣ ｢自由と身分｣ ｢裸体と性｣ ｢女の位相｣ ｢子どもの楽園｣

























いる ｢育児・しつけ｣ 分野の 東洋 『日本人のしつけと教育～発達の日米比較
にもとづいて』 (東京大学出版会     ) と ｢学校教育｣ 分野の 恒吉遼子
『人間形成の日米比較～かくれたカリキュラム』 (中公新書         ) が多く
の示唆に富んでいる 
また 辻本雅史 『｢学び｣ の復権―模倣と習熟』 (角川書店     ) は 江戸
時代―近代学校制度が普及する以前のわが国の教育制度の特色を ｢手習い塾｣
｢学問塾｣ などを例に儒学者貝原益軒の教育観を中心に述べて 現代の教育問
題の解決の参考になると主張しており 合わせてこれらを参照していただけれ
ば幸いである 
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